	基本操作－１９
	タ ン ク の 検 尺 （そ の ２）
（硫黄、アスファルトのスキ尺測定）
	作  成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	· 測定は受け入れ中、及びミキシング中は行わない。
・ 検尺テープは専用のものを使用する。
・ ガスシールしているタンクの検尺は２名以上で行う。
(5) 硫化水素、亜硫酸ガスに注意する。
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終 了





リモートと検尺値の差が許容範囲内かを確認する





保 護 具 を 脱 ぐ





ゲージハッチを閉める





テープを巻き上げてレベルを読みトップテープの読みから差し引く





ゲージハッチ開放前準備（基－16、17）を実施する。





テープを静かに降ろす








ゲージハッチのトップテープを読む





分銅及びテープの一部が液面に達したら約３ 秒間止める。





ゲージハッチを開ける





保護面を着用する





保護手袋を着用する





３回計測し平均値を求  める
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テープ・分銅の付着物を除去する
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(5)





空気呼吸器着用（ライフゼム、エアーラインマスク等)





開 始
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アスファルト





硫黄





硫黄か


アスファルトか
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